
防水型無線温度計

SK-270WP-B

取扱説明書





－はじめに－
　 こ の た び は 防 水 型 無 線 温 度 計「SK －
270WP － B」をお買いあげいただきありが
とうございました。
◎この商品は本器専用の温度センサを接続し

て温度をはかるものです。それ以外のご使
用はしないでください。

◎ご使用前には必ず取扱説明書（本書）をお
読みになり、大切に保存してください。
センサに付属している取扱説明書もあわせ
てお読みください。

（→Ｐ . ）は関連事項の参照ページを表しま
す。

　警　告
本器は防爆仕様構造ではありませんので、
引火性ガスを含んだ気体の測定には絶対に
使用しないでください。

爆発注意
爆発する恐れがあり大変危険
です。

◎ご不明な点がありましたらお買いあげ店
または弊社にご相談ください。



　注　意
本器を正しくご使用いただくために、以下
のことをお守りください。
・体温計としてご使用しないでください。
・本器は精密にできていますので落下させ

たり、振動や衝撃を与えないでください。
・分解、改造しますと故障の原因となりま

すので、絶対にしないでください。
・直射日光のあたる場所や熱器具の近くで

のご使用はやめてください。正しい測定
ができないだけでなく、ケースの変形や
故障の原因となります。

・水中でのご使用はしないでください。
・電気的ノイズが発生する環境（IH 調理

器付近など）では使用しないでください。
表示が不安定になったり、誤差が大きく
なる場合があります。

・本器の使用環境外でのご使用は故障の原
因となります。使用環境範囲内でご使用
ください。

・コネクタ内部は防水構造ではありません
ので、濡れた状態では接続しないでくだ
さい。

・センサの測定範囲外でのご使用は故障の
原因となります。測定範囲内でご使用く
ださい。

・センサコードを無理に引っ張ったり、曲
げたり、束ねたりしないでください。ま
た、重いものを載せたり、熱いものを近
付けるとコードが損傷します。

・自動車内などに放置すると、真夏の炎天
下では極度の高温になり、本器が故障す
る恐れがあります。このような場所には
放置しないでください。



・温度センサの感温部先端はとがっている
ため、使用後に汚れを拭き取るときなど、
手・指など誤って刺さないよう取り扱い
に注意してください。また、センサを落
下させたとき、足などに刺さる恐れがあ
ります。取り扱いには十分注意してくだ
さい。

・長期間使用しない場合は電池を取り外し
てください。電池を入れたままにしてお
きますと電池から液漏れする場合があ
り、故障の原因となります。

・不要になった電池は火中に投入しないで
ください。

・電池は幼児の手の届かないところに保管
してください。万一飲み込んだ場合には、
直ちに医師に相談してください。

・環境保全のため使用済み電池はそれぞれ
の市町村の条例に基づいて処理するよう
お願いします。

・本器をシンナー、その他溶剤などで洗っ
たり、拭いたりしないでください。汚れ
た場合は、中性洗剤を溶かしたぬるま湯
を含ませたタオルなどをよくしぼってか
ら拭いてください。

・次亜塩素酸ナトリウムはノロウイルスの
消毒に効果的ですが、金属を腐食させて
しまいます。
センサコネクタ部など金属部へのご使用
はさけてください。付着してしまった場
合、水拭きし次亜塩素酸ナトリウムを確
実に拭き取ってください。

・ネックストラップのご使用に関しては十
分注意してください。誤って首に巻き付
き窒息を起こすなど、思わぬ事故の原因
となります。

※修理および校正はお買いあげ店または弊
社にお申し付けください。



■免責事項
株式会社佐藤計量器製作所は本製品に関して
動作確認はおこなっておりますが、全ての状
況下において動作を保証しているわけではあ
りません。
本製品により生じた損害は、直接的および間
接的損害を問わず、弊社に一切の賠償責任は
ないものとします。
操作上のミス、注意を無視した操作、ご使用
になられているパソコンに起因する不具合、
お客様の使用環境により生じたデータ欠損お
よび消失に対して弊社は責任を負いかねます
のでご了承ください。
※こちらで提供いたしております各種ソフト

ウェアに関しても、日本国内で販売されて
いる各製品と日本語版 OS の組み合わせの
み、動作確認をおこなっております。
海外機種、海外版 OS との組み合わせにて
発生したトラブルに関しましては、一切保
証およびサポートいたしかねますのでご了
承ください。

■著作権
ソフトウェアのプログラムおよび関連ドキュ
メントに関する著作権は株式会社佐藤計量器
製作所に帰属します。
逆コンパイル、ファイル解析、改変等を禁じ
ます。本プログラムの使用による損害につい
て弊社は一切の責任を負いません。
再配布したプログラムの使用による損害に対
しても弊社は一切の責任を負いません。

「Microsoft」，「Windows」 は、 米 国 Micro-
soft 社の商標または登録商標です。
その他、本文中に使われている会社名・商品
名は、各社の商標または登録商標です。
Bluetooth ワードマークおよびロゴは、Blue-
tooth　SIG,Inc. が所有する商標です。



　注　意
本器は無線機器です。正しくご使用いただ
くために、以下のことをお守りください。
・本器は電波法に基づく技術基準適合証明
（工事設計認証）を受けた無線機を内蔵
しています。
本器を分解、改造することは法律で禁じ
られています。

・本器は日本国外の電波法には準じており
ません。日本国内でのみご使用ください。

・医療用機器（ペースメーカーなど）など
の人命に関わる場所や、本器が発射する
電波の影響があるところでは使用しない
でください。

・ノイズの強い場所、強い磁力が発生する
場所、静電気が発生する場所、強い高周
波を発生する機器やサージを発生する機
器からできるだけ離してください。通信
不良や誤動作、機器が故障する恐れがあ
ります。
ノイズの発生しやすいものとしては以下
のものがあります。
産業機器、電子機器、蛍光灯、パソコン、
電源ケーブル、電話線、LAN ケーブル、
無線通信機器

・電波の通信状況は環境によって変動しま
す。周辺環境の変化により通信が失敗す
ることがあります。
周辺環境は常に変化しています。
電波状況を確認した時に電波状態が良好
でも通信を保証するものではなく、周囲
環境の変化により通信が失敗することが
ありますのでご了承ください。



本器はセンサとしてサーミスタを使用した防
水型無線温度計です。
測定値を無線で送信します。離れた場所から
パソコンで受信し、測定値を確認することが
できます。また、ロガー機能付きで測定値を
記録し、専用ソフトウェアでデータの回収、
表計算ソフトへのデータ変換がおこなえま
す。

開封後、梱包内容をご確認ください。
万一不足品がございましたら、お買い上げ店
または弊社にご連絡ください。

防水型無線温度計
　□　指示計本体	 1 台
　□　単４形アルカリ乾電池	 2 本
　□　取扱説明書	 1 冊
　□　指示計ビニールカバー	 1 個
　□　ネックストラップ	 1 本
　
270WP 標準センサ（標準センサ付きの場合）
　□　センサ	 1 本
　□　試験成績書	 1 枚
　□　センサ取扱説明書	 1 枚
　□　センサ収納ケース	 1 個

概　要

付属品の確認



●無線通信で離れた場所から測定値の確認が
できます。
測定値を無線で送信し、専用のソフトウェ
アに表示します。

●複数台同時接続
パソコン１台で複数台の機器から、測定値
の受信が可能です。

　※�ご使用状況と電波状況を確認し、接続台
数を調整ください。

●ロガー機能
測定値を記録し、専用のソフトウェアで機
能設定や、ダウンロードした記録データの
閲覧また、CSV ファイルへの変換が可能
です。

●防水構造
本器の防水性は、センサをしっかりと接続
した状態で JIS C 0920 ｢IP67｣ に準拠し
ています。
流水での丸洗いが可能です。
※水中でのご使用はできません。

●耐衝撃性
センサケース外周の保護ラバーにより、落
下による破損を低減します。

●シリアルナンバー、校正年月表示機能
本体のシリアルナンバーおよび、機器校正
をおこなった年月を表示します。
前回の校正年月の確認が容易におこなえ、
次回校正時期の目安にご利用できます。

　※弊社への校正依頼が対象となります。

●センサ互換性
本器と各種オプションセンサは完全互換です。

　※ �SWP、SWP Ⅱセンサとは互換性があ
りません。

特　　長
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各部の名称

①表示部
②キー操作部
③センサ接続
　コネクタ

④壁掛けフック穴
⑤電池カバー
⑥ストラップ取付部
⑦保護ラバー
　（シリコン樹脂）

正面

背面
④

⑤

⑥
⑦

③

①

②



－ 2 －

表示部

①測定値表示部
② ：�オートパワーオフ設定

時、点灯します。
③ ：�電池残量が少なくなる

と表示します。
④ ：�無線通信設定が ON ま

たは、無線送受信モー
ド時、点灯します。

⑤測定 No 表示部
⑥ ：記録中点灯します。
⑦メモリ量表示部　：�記録データ量を４段階

のバーで表示します。
⑧時計表示部

①

②③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧
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キー操作部

① POWER キー	 ：電源 ON/OFF キーです。
② MODE キー	 ：�設定モードにおける設定

項目の確定および次の
モードへの移行キーです。

③ INFO キー	 ：�機器の各設定情報を表示
します。

④ REC キー	 ：�連続記録を開始または終
了するときに使用します。

⑤ MEM キー	 ：�手動記録をおこなうとき
に使用します。

② ①

⑤ ④

③
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●電池のセット
本器を初めて使用するときやローバッテ
リーマークが点滅した場合は、以下の手順
で電池をセットまたは交換してください。

　①本体裏面の電池カバー固定ネジをマイナ
スドライバーまたはコインなどで、反時
計方向に回し、ネジを緩めて電池カバー
を外します。

　※電池収納部の溝にパッキンが設置されて
いますので電池カバー開閉時の紛失にご
注意ください。

　※電池交換の場合は古い電池を取り出して
ください。

　※電池交換時でも、機器は電池除去から約
2 分間はバックアップ状態となり、内部
時計を保持しますが、静電気や環境条件
によりリセットされる場合があります。

　　電池交換時は、交換後に機器の電源を入
れ、時計のズレがないことを確認くださ
い。ズレ等生じた場合は専用ソフトウェ
アで時計設定をおこなってください。　

　※電池収納部への水の浸入を防ぐため、本
器が濡れている場合は水気を拭き取って
から電池カバーを外してください。

　※固定ネジは電池カバーから外れない構造

ご使用方法
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になっています。無理に引っ張ると破損
します。

　②電池の極性（＋、－）に注意し、電池収
納部の表示に従って電池を入れてくださ
い。

　③パッキンが溝にはまっていることを確認
し、電池カバーを開けたときの逆の手順
で電池カバーを閉めて固定してください。

　注　意
・パッキンがきちんと溝にはまった状態で

電池カバーをしっかりと取り付け、ネジ
をしっかりと締め付けてください。取り
付け、締め付けが不十分ですと防水性が
悪くなり水が入るなどして故障、また、
水により電池がショートし、液漏れ、発
熱、破裂させる恐れがあり大変危険です。

・電池は全て同じ種類で、新しいものをご
使用ください。種類が異なったり、古い
電池と混ぜると、破裂や液漏れの恐れが
あります。

・不要になった電池は火中に投入しないで
ください。

・電池は幼児の手の届かないところに保管
してください。万一飲み込んだ場合には、
直ちに医師に相談してください。

・環境保全のため使用済み電池はそれぞれ
の市町村の条例に基づいて処理するよう
お願いします。

・本器は密閉構造のため、充電式電池は使
用しないでください。場合よっては電池
からガスが発生し、破裂や引火する恐れ
があります。
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●ビニールカバーの取り付け方
汚れから本器を保護するため、ビニールカ
バーを付属しています。また、落下したと
きの衝撃をやわらげます。

　①ビニールカバーのくちを広げ、切れ込み
がある面を本器背面になる向きに本器を
収納してください。

　②ビニールカバー上面の穴に本体コネクタ
と壁掛けフックを通し、ビニールカバー
先端の帯を切れ込みに差し込んで止めて
ください。

注意：ビニールカバーをご使用の際、ビニー
ルカバーに静電気が帯電し、指示値が
不安定になることがあります。その場
合はビニールカバーを外してご使用く
ださい。

●ネックストラップの取り付け方
付属のネックストラップを下図の手順で取
り付けてください。

　①ストラップ先端の輪になった細ひもをス
トラップ取付部の穴に通します。

　②細ひもの輪の中にストラップ本体を通し
て固定してください。

●温度センサの接続
　①本器の電源が OFF の状態でセンサコネ
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クタ内の凸部と本体コネクタ内の凹部を
合わせて差し込んでください。

　②センサコネクタのナットを時計方向に回
し、しっかりと固定してください。

　③センサを取り外すときは、ナットを反時
計方向に回して外し、センサコネクタを
まっすぐ引き抜いてください。

　※温度センサの保護のため、取り付けや、
取り外しをするときは電源 OFF の状態
でおこなってください。

　注　意
・センサコネクタを無理に引っ張ったり回したり

しないでください。
・センサコネクタ内部は防水ではありません。

センサを着脱するときは、濡れた手や水の掛
かる場所ではおこなわないでください。

●測定方法
　①温度センサを接続し、電源をいれてくだ

さい。
表示部が全点灯表示後、測定値を表示し
ます。

S
K

-2
7
0
W

P
-B
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　※温度センサを接続せずに電源を入れると
「Er2」が表示されます。

　②測定対象物に温度センサを挿入してくだ
さい。

　　※�より正確に温度を測定するためには、
保護管周囲の温度影響を受けないよう､
十分な挿入長を確保してください。

　③使用後は電源を切ってください。

　注　意
・高い温度を測定する際は、やけどにご注意く

ださい。
・高温測定後すぐに低温測定（またはその逆）

をするとセンサの劣化が早まります。しばらく
常温に放置したあとに測定してください。

・本器の周囲温度が急激に変化した場合、
測定精度に影響する恐れがあります。周囲
の温度環境に十分なじませた後に測定をお
こなってください。

●壁に掛けて使用するとき
壁や柱にネジなどを取り付け、本器背面の
壁掛け穴を利用し、本器を引っ掛けてくだ
さい。

　注意：�本器を左右に軽く揺らし、落下しな
いことを十分確認してください。

　　　　�壁に掛けた状態で本器をむやみに
引っ張ると、壁掛けフックが外れる
恐れがあります。
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動作
本器はキー処理により以下の動作をおこな
います。

　※�本器単独で設定できるのは、測定 No と
無線通信の ON/OFF 設定のみです。そ
の他の設定は専用のソフトウェアでおこ
ないます。

　①温度測定モード
温度測定をおこないます。
温度測定中は、時刻、測定 No を常に表
示します。

　②設定モード
測定 No と無線通信の ON ／ OFF の設
定をおこないます。
温度測定モードにて、MODE キーを押
すと、設定モードに移行します。
※�キー操作では測定 No と無線通信の

ON/OFF のみ設定が可能です。その
他詳細設定は専用のソフトウェアでの
み可能です。

※�設定モードで 1 分以上操作をおこな
わないと、それまでに設定した設定値

機　能

測定モード

手動記録

無線送受信温　度

設定
測定 No.

設定
無線通信

ｼﾘｱﾙNo.

 年月日

校正年月

 時分秒

記録間隔
設定値

設定値 設定値

電源 OFF

(MEM)
連続記録

(REC)

モード

MODE+POWｷｰ

POWｷｰ

POWｷｰ

MEMｷｰRECｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

MODEｷｰ

INFOｷｰ

INFOｷｰ

INFOｷｰ

INFOｷｰ

INFOｷｰ

INFOｷｰ

設定情報表示モード 設定モード
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を反映した上で、自動で温度測定モー
ドに戻ります。

●工場出荷時の設定
工場出荷時の設定は以下の通りです。
ご使用方法にあわせて専用のソフトウェア
にて各設定をおこなってください。

項　目 設　定
測定 No. 01
校正年月（※１） ―
記録間隔 １秒
オートパワーオフ機能 OFF
日時 2020/1/1　00：00：00
無線通信 OFF

※１：�弊社での校正を実施された後、校正年
月が表示されます。

●測定 No 設定

機器に測定 No を設定します。設定番号は
01 ～ 20 まで任意で設定が可能です。
MEMキーまたはRECキーで番号を設定し、
MODE キーを押すと、設定値を確定し、次
のモードに移行します。
測定対象物毎に、測定 No を変更すると後
のデータ解析に役立ちます。

　※専用のソフトウェアでは測定 No のほか、
測定 No にメモを付与することが可能で
す。
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●無線通設定

機器の無線機能の ON ／ OFF 設定をおこな
います。
無線機能を ON にすると、連続記録中は記
録間隔のタイミングで、手動記録モードで
は MEM キーを押したとき、測定値および
各情報を無線で専用のソフトウェアに送信
します。機器で記録をさせながら、ソフト
ウェアで測定値のモニタリングができます。

③設定情報表示モード

機器の各設定値を順に表示します。シリア
ル No から順に INFO キーを押す毎に、校
正年月、機器に設定されている日時および、
記録間隔を表示し、温度測定モードに戻り
ます。

シリアルNo 校正年月

年月日 時分秒 記録間隔
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④手動記録モード

温度測定モードの時に、MEMキーを押すと、
現在表示している温度／時刻／測定 No を
機器に記録します。MEM キーを押し続け
ると、表示サンプリングに合わせて計測値
を機器に連続で記録します。

⑤連続記録モード

REC キーを長押しすると、設定された記録
間隔に基づき、記録をおこないます。
記録中に、INFO キーを押すと記録間隔と
は別に、測定サンプリングに合わせて計測
値表示をおこないます。再度 INFO キーを
押すと、計測値が消灯します。
記録間隔は専用のソフトウェアで 1 秒から
1 分まで、7 通りの設定が可能です。
※�記録を終了するときも REC キーを長押

ししてください。
※�記録した各データは専用のソフトウェア

でダウンロード可能です。
各記録データについては（P.15　記録に
ついて）を参照ください。
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⑥無線送受信モード

専用ソフトウェアと無線通信をおこない、
各設定や記録データのダウンロードをおこ
なうためのモードです。電源OFFの状態で、
MODE キーを押しながら POW キーを押す
と、本モードへ移行します。接続するパソ
コンとの接続が成功すると「― ― ―」表
示が点灯表示に変わります。
本モードへ移行し、1 分間の間に接続がで
きなかった場合、以下の表示となり、通信
をストップします。

無線通信を再度おこなう場合、INFO キー
を 2 秒以上押下すると、再度送受信モード
へ移行します。

　※通信させるパソコンに Bluetooth 機能が
無い場合、市販のアダプタを接続し通信
させることができます。
お使いのパソコンの仕様を確認の上、ア
ダプタの選定をおこなってください。
弊社では以下のアダプタで動作を確認し
ています。
ELECOM 社製　　　　　　LBT-UAN05C2/N
アイ・オー・データ社製　USB-BT-40LE
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⑦オートパワーオフ機能
オートパワーオフ機能を設定時は、本器の
キー操作が約 60 分間ない場合、オートパ
ワーオフ機能が働き、自動で電源が OFF に
なります。電源の切り忘れによる無駄な電
池の消耗を防ぎます。
電源 OFF の状態で MEM キーを押しながら
POW キーを押し続けてください。
オートパワーオフ設定状態で起動し、表示
部に「 」キャラクタが点灯します。

オートパワーオフ機能を解除する場合は、
オートパワー設定が有効となっているとき
に、電源を OFF にし、再度 MEM キーを押
しながら POW キーを押します。
オートパワーオフ設定が解除された状態で
起動します。
注意：�オートパワーオフを ON 設定してい

ても、記録中や無線送受信モード中
はオートパワーオフ設定が無効とな
ります。温度測定モードに戻った時
点で設定が有効に戻ります。 
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測定値の記録は手動記録モードと連続記録
モードより可能です。
記録は以下に説明しますとおり、方式毎に、
記録を区切ります。ご使用用途に合わせて、
手動・連続記録方法を混在させて使用するこ
とができます。
※注意：�記録したデータのダウンロードおよ

び、機器の各詳細な設定は専用のソ
フトウェアからのみ可能です。ご利
用の際は、弊社ホームページよりダ
ウンロードをおこなってください。
ソフトウェアは Windows10 対応版
となります。詳しくは弊社ホーム
ページを参照ください。

記録したデータは設定条件を変更することに
よって、データを分割します。
ページの分割条件は以下の連続記録です。
・手動記録を実行後、連続記録モードで実行

した。
・手動記録を実行後、測定 No や一度電源を

OFF にした。
・連続記録終了後、再度連続記録を開始した。

記録できるデータ数は記録方式により異なり
ます。
・手動記録モード時	 8,000 データ
・連続記録モード時	 32,000 データ
　※単一の方式で、ページ分割しない場合の

データ数です。記録方式の混在や、ペー
ジの分割数によって、保存できるデータ
数は変化します。

　※機器の記録容量がいっぱいになると表示
部に Full のマークが点灯します。
Full が点灯すると、これ以上の記録はで
きなくなります。専用ソフトウェアでデー

記録について
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タをダウンロード、データの保存をおこ
なった上で、機器の記録データを消去し、
改めて記録を再開してください。

　※連続記録モードと手動記録モードの両方
式をご使用されている場合、Full が点灯
していなくても、機器に保存できなくな
ることがあります。これは、モードによ
る保存データサイズの違いにより、連続
記録モードでは保存できるが、手動記録
モードでは容量不足のために起こる現象
です。この状態で保存動作をおこなうと、
表示部に「Er6」が表示します。
必要データをダウンロードし、保存の上、
データの消去をおこなってください。
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エラー エラー内容 対処方法
測定値が Hi また
は Lo を超えてい
る。

測定範囲内で使用し
てください。

●

測定値が表示範囲
の上限を超えてい
ます。
測定値が表示範囲
の下限を超えてい
ます。

内 部 処 理 異 常 で
す。

・電池を抜いてしば
らく放置したあと
電池をセットし電
源をいれてくださ
い。

・新しい電池に交換
してください。

センサ信号の異常
です。

一度電源を切り、セ
ンサをしっかりと接
続し、再度電源を入
れてください。

センサが接続され
ていない。または
センサ故障。

本体にセンサが接続
されていない状態で
電源を ON にする
と表示されます。
温度センサを接続し
てください。センサ
を接続している状態
で Er2 表示となっ
た場合、センサの故
障が考えられます。
販売店もしくは弊社
へお問い合わせくだ
さい。

機 器 の 保 存 容 量
が フ ル の 時 に、
MEM または REC
キーを押下した。

新たに記録したい場
合、機器の記録デー
タを削除してくださ
い。消去する前に必
要なデータは保存を
おこなってくださ
い。

無線通信不良

機器の故障が考えら
れます。使用を中止
し、販売店もしくは
弊社へお問い合わせ
ください。

エラーメッセージ

※各状態異常発生時、記録はおこなえません。
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製品名 防水型無線温度計
型　式 SK-270WP-B
製品番号 8078-62

表示範囲
－ 50.0 ～ 300.0℃
※測定範囲は接続するセンサ

により異なります。

表示精度

±（0.1+1digit）℃：－ 40.0
～ 200.0℃　その他± 0.5℃
※条件：測定環境が 0 ～ 40℃　

±（0.2+1digit）℃：－ 40.0
～ 200.0℃　その他± 1℃
※条件：測定環境が－ 10 ～

－ 0.1℃、40.1 ～ 60℃

※総合精度は接続するセンサ
により異なります。
詳細はセンサの取扱説明書
をご参照ください。

分解能 0.1℃
表示サンプリング 約 1 秒

表示機能

オートパワーオフ、通信マー
ク、 測 定 No、 時 計、 記 録

（REC、記録量）、ローバッ
テリーマーク、各設定におけ
る設定値表示

使用環境条件 － 10 ～ 60℃　80%rh 以下
（結露無きこと）

保管環境条件 ＋10～60℃　（結露無きこと）
電源 単４形アルカリ乾電池　２本

電池寿命
約 1000 時間（無線 OFF 時）
※記録間隔 10 秒、無線 ON 時

は約900時間（LCD OFF時）
材質 PC 樹脂

寸法
約（W）70 ×（H）171 ×（D）
40mm
※突起部含まず

質量 約 159g（電池含む）

仕　　様
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無線規格
Bluetooth 4.2
技適番号：

通信距離
見通し約 30m
※�使用環境により通信距離は

変わります。

保護等級 JIS C 0920　IP67 に準拠
※センサ接続時

付属品

取扱説明書（本書）� １冊
単４形アルカリ乾電池� ２本
指示計ビニールカバー� 1 個
ネックストラップ� １本

※付属の電池はモニター用のため、電池寿命が規定より短い場
合があります。

※仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。
※センサの仕様に関しては、ご使用されるセンサに付属されて

いる取扱説明書をご参照ください。

201-190835
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弊社製品の最新情報は、インターネットホー
ムページでご覧いただけます。
オプションセンサなどの情報も、こちらから
ご覧いただけます。
http://www.sksato.co.jp

１）取扱説明書の注意に従った正常な使用状
態で故障した場合、お買いあげ後１年間、
無償で修理または交換させていただきま
す。その他の責はご容赦願います。

２）修理の必要が生じた場合は製品に本証を
添えて、お買いあげ店または弊社にご持
参またはご送付ください。

３）保証期間内でも次の場合は有償修理とな
ります。

　　イ．誤用・乱用および取扱不注意による
故障

　　ロ．火災・地震・水害等の災害による故
障

　　ハ．不当な修理や改造および異常電圧に
起因する故障

　　ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
　　ホ．消耗品および付属品の交換
　　ヘ．本証の提示がない場合および必要事

項（お買いあげ日、販売店名等）の
記入がない場合

４）本証は日本国内でのみ有効です。また、
本証は再発行致しません。
大切に保管してください。

インターネットホームページ

保証規定



品 質 保 証 書
お願い　本保証書はアフターサービスの際必要となり
　　　　ます。お手数でも※印箇所にご記入のうえ本
　　　　器の最終ご使用者のお手許に保管ください。
※当商品の保証書にご記入された、お客様の個人情報
　は、商品の修理・交換の商品発送などに使用し、
　それ以外に使用したり、第三者に提供する事は一切
　ございません。

●以下につきましては、必ず販売店にて、記入捺印してください。

　 品名　防水型無線温度計　型式　SK-270WP-B　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※ お客様名

※ ご住所　　　　　

　　　　　　　　　※ＴＥＬ　　（　　 ）

お買いあげ店名　　　　　　　　　　　　㊞

ご住所

　　　　　　　　　ＴＥＬ　　（　　 ）
　　　お買いあげ年月日　　年　　月　　日

〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町３丁目４番地
TEL 03-3254-8111（代）  FAX 03-3254-8119
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